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緒 言 

 和歌山県はスターチス・シヌアータ（以下スターチス）の栽培が盛んであり，栽培面積68.6ha，出荷

量 6,040 万本と面積，出荷量ともに全国1位の産地を形成している（農林水産省平成25年産花き生産出

荷統計）．2013 年の県内スターチス産出額は約18億円と県内花き総産出額の30％を占め，スターチス

は和歌山県の花き産業にとって重要な品目となっている（平成25年生産農業所得統計，花木等生産状況

調査）． 

スターチスは多年草であるが，切り花栽培では一年草として扱われるため，毎年種苗を購入する必要

がある．現在，スターチス種苗のほとんどは組織培養苗として供給されるため高価で，種苗費が経営を

圧迫している．そのため，和歌山県農業試験場暖地園芸センターでは，安価な種苗を提供できるスター

チスオリジナル品種の育成に取り組んでおり，これまでに‘紀州ファインラベンダー’など紀州ファイ

ンシリーズとして7品種を育成してきた（小川ら，2012，2014；古屋ら，2006，2009a）．

スターチスの主要な花色は紫，ピンク，ブルー（淡い紫），黄，白色であるが，仏花としての需要が

多いことから栽培面積の5～6割は紫系で，次いでピンク系，ブルー系があわせて3割，黄・白色は1

割以下である．前述の紀州ファインシリーズは，紫系が3品種，黄・白色が3品種でピンク系はなく，

ブルー系は‘紀州ファインラベンダー’1品種と，花色構成に偏りがある． 

また，組織培養では突然変異が発生することが報告されており，スターチスにおいても白色の‘紀州

ファインパール’が‘紀州ファインイエロー’の変異体として育成されるなど，培養変異が生じること

が知られている（Larkin・Scowcroft，1981；古屋ら，2009b）．切り花の商品価値に問題があるような

変異が発生した場合，翌年以降その品種の栽培を敬遠されることも珍しくないことから，同系花色の品

種を複数育成しておく方が望ましいと考えられる． 

そこで，和歌山県育成オリジナル品種の花色充実のため，育成品種数が少ないブルー系品種の育成に
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取り組み，花色が淡い青紫色で切り花長が長く，花房数が多い品種‘紀州ファインブルー’を育成した

ので，その育成経過と品種特性を報告する．  

 

材料および方法 

 

1. 育成経過 

 ‘紀州ファインブルー’は，県内で育成された品種・系統間の交配によって得られた品種である．種

子親は当センター選抜系統‘09D27’，花粉親は不明である． 

 2012 年 4月、県内で育成された品種・系統を混植したハウス内にミツバチを放飼して交配させ，同年

6 月に‘紀州ファインバイオレット’など 18 品種・系統から 10,094 粒を採種した．同年 7 月に種子冷

蔵処理を行わずに全量を播種した．発芽後，生育が良好な4,333 個体を同年 9月に 9cmポリポットに鉢

上げし，無加温ガラス温室，自然日長下で管理した．同年12月までに抽苔した2,886 個体の中から，萼

色がブルー系で草姿，花房の形がよい24個体を選抜した． 

 選抜個体は組織培養により増殖し，2013 年と 2014 年の 2年間，特性調査および生産力検定を行った．

その結果，高性で花房数が多く、切り花にボリューム感がある‘12D668’を有望と認めた．また，2 年

間の調査により形質の安定性も確認された．そこで，2015 年 3月に‘12D668’を‘紀州ファインブルー’

と命名し育成を完了した。2015 年 3月 27日、農林水産省に品種登録出願を行い，同年8月 24日に出願

公表された（出願番号30049）． 

 

2. 組織培養および育苗 

 特に記載がない限り，各試験には当センター内において下記の条件で組織培養，育苗した苗を供試し

た． 

1）組織培養 

20℃，PPFD*40～50μmol･m-2･s-1，16時間照明下で，花穂を材料とした初代培養を約2ヶ月間，継代培

養を約5ヶ月間，発根培養を約1ヶ月間行った。各培養期間中、約1ヶ月ごとに多芽体の状態で新しい

培地へ移植し，発根培地への移植時に1芽に分割した．各培養に使用した培地の組成は下記のとおり。 

初代培地：1/2 MS＋ショ糖 30g/L＋BA* 0.5mg/L＋寒天 9g/L, pH5.8 

継代培地：1/2 MS＋ショ糖 30g/L＋BA* 0.1～0.2mg/L＋寒天 9g/L, pH5.8 

発根培地：1/2 MS＋ショ糖 30g/L＋NAA* 0.2mg/L＋寒天 9g/L, pH5.8 

*：PPFD=photosynthetic photon flux density，光合成光量子束密度 

BA= 6-Benzylaminopurine, NAA=α-naphthalene acetic acid 

 発根培養後，5℃，PPFD10μmol･m-2･s-1，16時間照明下で4週間の低温処理を行った． 

2）育苗 

1）で作製したビトロ苗を 7.5cm ポリポットに鉢上げし，ガラス温室（遮光率 60％）でクーラー育苗

（6:00～20:00：25℃設定, 20:00～6:00：15℃設定）を行い定植苗とした．クーラー育苗期間は，2014

年が 7月 29日～9月 2日，2015 年が 7月 27日～9月 2日．用土はタキイセル培土TM-1 を使用し，育苗

期間中,OK-F-9(1,000 倍液)を適宜施用した． 

 

3. 特性調査 

1）形態的特性 
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調査は農林水産省品種登録出願審査基準に基づいて2014 年 12月 16日に行った．花房の長さと幅につ

いては，審査基準に規定がないため，収穫適期の頂花の長さと幅を測定した． 

栽培概要は次のとおりである．調査場所：和歌山県農業試験場暖地園芸センター内ガラス温室（和歌

山県御坊市）．定植日：2014 年 9月 10日．栽植密度：ベッド幅90㎝，株間 30㎝，条間 40㎝，2条千

鳥植え．基肥：（有機配合肥料 N:P:K=6:8:7）50kg/10a．追肥 ：OK-F-9 または OK-F-2 を 11月から 2

週間に 1回程度施用（窒素成分で0.2kg/10a）．最低夜温：3℃設定．自然日長下で栽培し，初期の花茎

は株養成のため定植後2週間除去した. 供試株数は 10株とし（1区制），対照品種には‘アナブルー’

（福花園種苗(株)から購入）及び‘インペリアルラベンダー’(カネコ種苗(株)から購入)を用いた． 

2）収量特性及び切り花特性 

調査は2014 年 11月 6日から 2015 年 3月 17日まで採花した全収穫物について行った．階級について

は，2L級＝切り花長70cm 以上かつ花房数5個以上,L級＝同60cm 以上，4個以上， M級＝同 50cm 以上，

3個以上，S級＝同 40cm 以上，3個以上とした．栽培概要は1）と同じ． 

3）発根特性 

 1 芽に分割した苗を発根培地に移植し，移植後の発根率を調査した．対照品種には‘紀州ファインバ

イオレット’，‘紀州ファインラベンダー’及び‘紀州ファインイエロー’を用いた．調査は2回行い，

2回の合計個体数を算出した．移植日：1回目，2015 年 5月 10日～20日，2回目，2015 年 6月 8日～18

日．調査日：各移植日から5週間後． 

4）抽苔特性 

 低温処理期間の異なるビトロ苗（無処理，2週間，4週間）を同時に鉢上げし，クーラー育苗後の抽苔

株率及び平均抽苔本数を調査した．対照品種には‘紀州ファインバイオレット’，‘紀州ファインラベ

ンダー’及び‘紀州ファインイエロー’を用いた．鉢上げ日：2015 年 7月 27日．調査日：2015 年 9月

2日．  

 

 結 果 

 

1. 形態的特性 

 ‘紀州ファインブルー’の草丈は101.4cm で，対照品種である‘アナブルー’や‘インペリアルラベ

ンダー’より高かった（第 1 表）．12 月時点での花序の数は 18.6 本で対照品種よりやや少なかった．

葉の長さは33.9cm，葉の幅は 7.0cm で，葉の大きさは対照品種より大きかった．花径の太さは7.2mm で

対照品種より太かった．花茎の翼の幅はやや狭く対照品種と同等であった．一次分枝の長さは 51.6cm

で対照品種よりかなり長く，一次分枝数は6.7本で‘アナブルー’よりやや多く，‘インペリアルラベ

ンダー’と同等であった．分枝角度は対照品種に比べやや広かった（第1図）． 

 ‘紀州ファインブルー’の花房の長さは7.6cm で‘アナブルー’と同等であり，‘インペリアルラベ

ンダー’より長く，花房の幅は3.4cm で対照品種と同等であった（第1表，第 2図 A）．萼の長さは13.3mm，

直径は 7.8mm で，萼の大きさは対照品種よりやや小さかった（第 1 表，第 2 図 B）．萼の色は淡い青紫

色（RHS カラーチャート色票番号：N87D）で‘アナブルー’より青味があり，‘インペリアルラベンダ

ー’よりやや淡い色合いであった．花冠の色はクリーム色（RHS カラーチャート色票番号：150D）であ

った． 
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形質

草丈 (cm) 101.4 ±6.1 87.3 ±5.3 88.9 ±5.4

花序の数 （本） 18.6 ±3.1 20.2 ±3.1 20.9 ±3.1

葉の長さ (cm) 33.9 ±1.5 29.3 ±1.8 24.4 ±1.9

葉の幅 (cm) 7.0 ±0.8 6.6 ±0.6 6.0 ±0.5

葉身の形

花茎の太さ (mm) 7.2 ±0.8 5.6 ±0.5 5.0 ±0.8

花茎の翼の幅
z

一次分枝の長さ (cm) 51.6 ±10.5 40.1 ±4.2 35.4 ±5.6

一次分枝の数 （本） 6.7 ±1.2 5.4 ±0.8 6.4 ±1.3

花房の長さ (cm) 7.6 ±0.6 7.0 ±1.0 5.9 ±0.7

花房の幅 (cm) 3.4 ±0.1 3.6 ±0.3 3.4 ±0.4

萼の長さ (mm) 13.3 ±0.7 14.0 ±0.7 14.2 ±0.7

萼の直径 (mm) 7.8 ±0.7 9.2 ±0.6 9.8 ±0.5

萼の形

萼の色
y

花冠の色
y

柱頭の形

調査日：2014年12月16日

第1表　‘紀州ファインブルー’及び対照品種の形態的特性

数値は平均値±標準偏差

z:翼の幅を1（無）～9（極広）で評価
y:RHSカラーチャート色票番号

乳頭状 トウモロコシ状 トウモロコシ状

N87D N82D N87D

150D 150D 150D

3 3 3

漏斗形 漏斗形 漏斗形

紀州ファインブルー アナブルー インペリアルラベンダー

狭倒卵形 狭倒卵形 狭倒卵形
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2．収量及び切り花特性 

1）11～12月 

 この期間の‘紀州ファインブルー’の収量は5.6本で対照品種より少なかった（第2表）．階級別で

は，2L級が 4.5本，L級が 0.4本，M級が 0.5本，S級が 0.2本で，2L級の割合は80.4％であった．切

り花長は81.9cm で対照品種より長かった．花房数は10.2 個で‘インペリアルラベンダー’と同等であ

り，‘アナブルー’よりやや多かった． 

 

2）1～3月 

 この期間の‘紀州ファインブルー’の収量は8.5本で‘インペリアルラベンダー’と同等であり，‘ア

ナブルー’よりやや多かった（第3表）．階級別では，2L級が 8.1本，L級が 0.4本で，2L率は 95.3％

と対照品種より高かった．切り花長は87.5cm で対照品種より長かった．花房数は8.6個で‘インペリア

ルラベンダー’よりやや多く，‘アナブルー’と同等であった． 

 

3）11～3月 

 調査全期間を通しての‘紀州ファインブルー’の収量は14.1 本で対照品種より少なかった（第4表）．

階級別では，2L級が 12.6 本，L級が 0.8本，M級が 0.5本，S級が 0.2本で，2L級の割合は89.4％とな

り，‘インペリアルラベンダー’よりやや高く，‘アナブルー’より高かった．切り花長は85.3cm で対

照品種より高かった．花房数は9.2個で対照品種よりやや多かった． 

 

  

2L率
y

2L L M S 合計 （％）

紀州ファインブルー 4.5 0.4 0.5 0.2 5.6 80.4 81.9 ± 16.0 10.2 ± 4.3
インペリアルラベンダー 6.6 0.6 0.4 0.3 7.9 83.5 75.3 ± 9.7 10.1 ± 3.3
アナブルー 6.3 1.8 0.8 0.4 9.3 67.7 73.4 ± 12.4 8.8 ± 3.1

y：2L率=2L本数/合計本数＊100

第2表 ‘紀州ファインブルー’及び対照品種の階級別収量と切り花特性（11～12月）

z：2L=切り花長70cm以上、花房数5個以上、L=同60cm以上、4個以上 

    M=同50cm以上、3個以上、S=同40cm以上、3個以上

x：数値は平均値±標準偏差

調査期間：2014年11月6日～2014年12月18日

品種名
収量（本/株）

z
切り花長

x
花房数

x

(cm) （個）

2L率
y

2L L M S 合計 （％）

紀州ファインブルー 8.1 0.4 0.0 0.0 8.5 95.3 87.5 ± 7.6 8.6 ± 3.2
インペリアルラベンダー 7.4 1.3 0.2 0.0 8.9 83.1 76.9 ± 6.0 7.2 ± 2.0
アナブルー 5.1 1.3 0.0 0.0 6.4 79.7 74.0 ± 5.7 8.0 ± 2.0

品種名
収量（本/株）

z
切り花長

x
花房数

x

(cm) （個）

第3表 ‘紀州ファインブルー’及び対照品種の階級別収量と切り花特性（1～3月）

z,y,x：第2表と同じ

調査期間：2015年1月19日～2015年3月17日
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3．発根特性 

 組織培養時，発根促進剤としてNAA 0.2mg/L を含む培地へ移植して5週間後の‘紀州ファインブルー’

の発根率は75.6％で，‘紀州ファインバイオレット’よりかなり高く，‘紀州ファインラベンダー’と

同等であり，‘紀州ファインイエロー’より低かった（第5表）． 

 

4．抽苔特性 

慣行のクーラー育苗を行った場合，ビトロ苗での低温処理の有無に関わらず，定植前の‘紀州ファイ

ンブルー’の抽苔株率は100％であった（第6表）．抽苔本数は1.2～1.3 本で‘紀州ファインバイオレ

ット’よりやや多く，‘紀州ファインラベンダー’よりやや少なかった．  

 

  

抽苔株率 抽苔株率 抽苔株率

（％） （％） （％）

紀州ファインブルー 100.0 1.2 100.0 1.2 100.0 1.3

紀州ファインバイオレット 80.0 0.8 - - 81.3 0.9

紀州ファインラベンダー 92.0 1.8 - - 100.0 2.2

紀州ファインイエロー 100.0 3.9 - - 100.0 3.8

調査日：2015年9月2日（n>20)，ポリポット鉢上げ：2015年7月27日，クーラー育苗期間：2015年7月27日～9月2日

z：5℃，PPFD10μmol･m-2･s-1，16時間照明

第6表 低温処理期間の違いが‘紀州ファインブルー’の抽苔に及ぼす影響

品種名

低温処理
z

無処理 2週間 4週間

抽苔本数 抽苔本数 抽苔本数

発根率
z

（％）

紀州ファインブルー 160 121 75.6

紀州ファインバイオレット 448 175 39.1

紀州ファインラベンダー 350 274 78.3

紀州ファインイエロー 371 317 85.4

z：発根培地移植後5週目の発根率

第5表 ‘紀州ファインブルー’及び対照品種の発根率

品種名 調査個体数 発根個体数

2L率
y

2L L M S 合計 （％）

紀州ファインブルー 12.6 0.8 0.5 0.2 14.1 89.4 85.3 ± 11.9 9.2 ± 3.8
インペリアルラベンダー 14.0 1.9 0.6 0.3 16.8 83.3 76.1 ± 8.0 8.6 ± 3.1
アナブルー 11.4 3.1 0.8 0.4 15.7 72.6 73.6 ± 10.2 8.5 ± 2.7
調査期間：2014年11月6日～2015年3月17日

z,y,x：第2表と同じ

第4表 ‘紀州ファインブルー’及び対照品種の階級別収量と切り花特性（11～3月）

品種名
収量（本/株）

z
切り花長

x
花房数

x

(cm) （個）
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考 察 

 

 本研究では，萼色が淡い青紫色で，草丈が高く切り花にボリューム感があるスターチス‘紀州ファイ

ンブルー’を育成した．和歌山県オリジナル品種としてのブルー系品種は‘紀州ファインラベンダー’

に続いて2品種目であり，近年，栽培面積が増加している‘紀州ファインラベンダー’とともに生産者

の所得向上に貢献することが期待される． 

 ‘紀州ファインブルー’の形態的特性として，草丈が極めて高く，一次分枝の数や花房数が多い点が

挙げられる．これらの測定値は，紫系品種として広く普及している‘サンデーバイオレット’（（株）

ミヨシ）と同等である（データ省略）．‘サンデーバイオレット’の栽培面積が多い理由の１つは，一

次分枝が長いため下枝でもM級あるいはL級として出荷でき，収益性が高いからである．このことから，

‘サンデーバイオレット’同様に一次分枝が長く，下枝の出荷が可能と考えられる‘紀州ファインブル

ー’も収益性が高い品種として普及が見込まれる． 

 また，花茎が太くしっかりとしていることも‘紀州ファインブルー’の特徴の１つである．古屋らは

‘紀州ファインルビー’の育成時に，ガラス温室で栽培された切り花はビニルハウスで栽培されたもの

に比べて花茎が軟らかく，花房が小さくなること，このような性質は‘紀州ファインイエロー’では顕

著でないことを報告している（古屋ら，2009a）．一方，草丈が伸びにくい品種では，ビニルハウスでの

栽培時に切り花長の確保が困難である場合がある．本品種の場合，ガラス温室栽培でも花茎が硬く，花

房が大きいこと，また，達観ではあるがビニルハウス栽培でも十分に草丈が伸びることを確認している．

このことから，‘紀州ファインブルー’は‘紀州ファインイエロー’と同様にガラス温室やビニルハウ

スなどの環境を選ばずに栽培できる品種であると考えられる． 

 ‘紀州ファインブルー’の萼色は淡い青紫色であり，既存のブルー系オリジナル品種‘紀州ファイン

ラベンダー’に比べるとやや青味が強く濃い色合いである．‘紀州ファインラベンダー’の欠点は色が

淡いことと花房が小さいことであるが，‘紀州ファインブルー’はこの点で‘紀州ファインラベンダー’

より優れていると言える．  

 収量性及び切り花特性については11～12月と 1～3月に分けて示した．これは，本県のような暖地に

おける作型のスターチスの需要が年末と3月の彼岸に集中するため，その時期の出荷量が所得に大きく

影響するからである．‘紀州ファインブルー’の年末までの収量は対照品種よりかなり少なかったが，1

～3月の収量は同等以上であったため，11～3月の総収量は対照品種よりやや少ない程度であった．前年

度の収量調査でも‘インペリアルラベンダー’よりやや少なく，‘アナブルー’と同程度であったこと

から，本品種の収量性は既存のブルー系品種よりもやや低い程度であると言える（データ省略）．また，

切り花品質は全調査期間を通して対照品種と同等以上であり，生育初期から秀品を採花しやすい品種で

あることが示された．近年，スターチスの光質応答反応を解明し，電照処理によって3月の彼岸までの

収量を増加させようとする研究が行われており，電照により切り花本数が増加するが，品種によっては

品質がやや低下する可能性があることが示唆されている（島ら，2011；伊藤ら，未発表）．‘サンデー

バイオレット’のように草丈が高くボリュームのある品種であれば，階級を落とすことなく採花本数の

増加が見込めることから効果的であると考えられている．このことから，同様の形質を持つ‘紀州ファ

インブルー’であれば，電照処理を活用することで採花本数の増加が期待できるため，今後の電照栽培

技術開発の進展が望まれる． 
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 緒言で述べたように，スターチスの種苗は組織培養により増殖される．このため，種苗の生産効率を

決定する要因の１つが培養中の発根の容易さである．‘紀州ファインブルー’の発根率は75.6％で‘紀

州ファインラベンダー’と同様に高いことから，今後の種苗生産において少なくとも発根培養が制限要

因とはならないことが明らかとなった． 

 スターチスの花芽形成には低温遭遇が必要であるが，組織培養苗においては培養温度，低温処理，育

苗温度が抽苔に影響すること，また，その低温要求性には品種間差があることが報告されている（土屋

ら，1997；深山ら，1998；古屋・藤岡，2008，2009）．そこで，定植時の抽苔株率を指標に‘紀州ファ

インブルー’の低温要求性を検定したところ，低温処理を行わない場合でも抽苔株率は100％であった

ことから，本品種の低温要求性は低いと判断された．しかしながら，‘紀州ファインイエロー’のよう

に低温要求性が低い品種であっても，低温処理を行うことで収量が増加することが報告されている（古

屋・藤岡，2008）．そのため，‘紀州ファインブルー’においても低温処理を行った株の収量調査を行

い，最適な低温処理期間を明らかにする必要がある． 

 筆者らは‘紀州ファインブルー’の育成と同時に，和歌山県オリジナル品種として初となるピンク系

品種‘紀州ファインピンク’も育成した．これらの育成により，オリジナル品種に主要な花色が揃った

が，スターチス栽培には萎凋細菌病などの病害や作業従事者の花粉症など解決すべき課題が残されてい

る．スターチス花粉症については，特に職業的にスターチスに接する人に発症することが知られており，

和歌山県内生産者の間でも問題となっている（堀，1991；Wiszniewska ら，2011）．近年，植物へ重イ

オンビーム照射することにより突然変異を誘発するイオンビーム育種法が開発され，ユリなどの植物で

無花粉変異体が得られている（Chiba ら，2007）．そこで，今後のスターチス育種の方向性として，新

たな育種法を取り入れながら課題を解決できる特性を備えた品種を育成していく予定である． 

 

摘 要 

 

ブルー系のスターチス・シヌアータ新品種‘紀州ファインブルー’を育成した．品種の特性は次のと

おりである． 

1．萼の色は淡い青紫色（RHSカラーチャート色票番号：N87D）である． 

2．切り花長が長く，花房数が多いため，切り花にボリューム感がある． 

3．収量性がやや低いが，切り花品質は優れている． 

4．低温要求性が低く，低温処理をしなくても定植時の抽苔株率が高い． 
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